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〒929-2378 輪島市三井町小泉上野 2 番地☎(0786)26-1661 
特別養護老人ホーム,短期入所センター,デイサービスセンター,

訪問介護センター,居宅介護支援事務所,在宅介護支援センター,

配食サービス,輪島市介護予防・日常生活支援総合事業通所介護

相当サービス,訪問介護相当サービス,輪島市介護予防・日常生活

支援総合事業通所型サービス C 

〒928-0062 輪島市堀町 9 字 25 番地☎(0768)23-4165 
認知症対応型通所介護,輪島市介護予防・日常生活支援総合事業

通所型サービス A,,訪問入浴介護センター,在宅介護支援センタ

ー,居宅介護支援事務所 
しせつの窓口(輪島市宅田町) 

地域支援事業 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 介護技能グランプリ 
 介護技能グランプリに参加し、見事技能賞を受賞しました。 

食事部門最優秀賞 金沢市 社会福祉法人 陽風園 特別養護老人ホーム 第

二万陽苑 小島 一樹 

入浴部門最優秀賞 金沢市 社会福祉法人 陽風園 特別養護老人ホーム 万陽

苑清風館 浅 千秋 

排泄部門最優秀賞 七尾市 社会福祉法人 石龍会 特別養護老人ホーム の

とじま悠々ホーム 島崎 翔太 

技能賞(適切なコミュニケーション)輪島市 社会福祉法人 輪島市福祉会 特

別養護老人ホーム あての木園 岸野 めぐみ 

技能賞 （尊厳の保持） 野々市市 医療法人社団 仁智会 軽費老人ホーム 

金沢南ケアハウス 田辺 拓也 

技能賞 （安全の確保）金沢市 特定医療法人 十全会 介護老人保健施設 ピ

カソ 荒井 祐美 

技能賞 （自立に向けての支援） 白山市 社会福祉法人 福寿会 特別養護老

人ホーム 福寿園 中川 美沙 

日々の実践の取組により受賞できたものと思います。今後も努力の積み重ねをしていきたいと思います。 

看取りについて考える https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20110630-OYTEW51468/より 

石飛幸三（いしとび・こうぞう）氏 

 １９３５年、広島県生まれ。慶応大医学部卒。ドイツの病院で血管外科医として約２年勤務。東京都済

生会中央病院副院長などを経て、２００５年１２月から東京都世田谷区の特別養護老人ホーム「芦花ホー

ム」の常勤配置医。 

「『平穏死』のすすめ」（講談社）を昨年２月に出版した、特別養護老人ホーム常勤医の石飛幸三さん

は、終末期の高齢者には過剰な水分や栄養を控えて、穏やかな最期をと訴え続けている。（藤田勝） 

――老衰で口から食べられなくなったら、人工的な水分や栄養の補給はなるべく控えて、枯れるよう

に最期を迎えることを勧めていますが、「年寄りの命を粗末にするな」というような批判はなかった

ですか。 

 石飛 覚悟していたのですが、全くありません。だから講演でも遠慮がなくなり、ついつい過激に

なってしまいます。 

 口から食べられないというのは老衰の終点、生物体としての最期です。だれでも、いずれそうなり

ます。そうなった時に胃ろうを望むか、と聞けば大抵の人は嫌がります。胃ろうをよく知っている医

療関係者も大半が「ノー」です。ところが今の日本では、口で食べられなくなれば、胃ろうが当たり

前のように行われています。自分が嫌なことを、人にするというのは倫理にもとるのではないでしょ

うか。医師は、可能な医療を控えることが「医療放棄だ」と訴えられるのが怖くて、責任を先送りし

ているだけです。 

 ―「水分や栄養の補給をしないことは、餓死させることと同じだ」と考える医師もいると思います。 

石飛 その点を勘違いしている人が多いのですが、食べさせないから死ぬのではないのです。人生の

終焉（しゅうえん）を迎えようとしている人なのに、食べさせないといけないと思いこんでいるので

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20110630-OYTEW51468/
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す。水分も栄養も不要になった体に過剰に与えれば、体の中がおぼれたような状態になり、逆に苦し

めるだけです。機械に燃料を入れて、動かすような訳にはいきません。 

 ―終末期の脱水は決して不自然ではないということですね。著書でも、芦花ホームで過剰な水分や

栄養補給を控えたところ、肺炎が減り、救急車を呼ぶ回数も減る一方、静かな老衰死が増えたという

変化を紹介しています。 

石飛 それに考えてみてください。まだ元気な私たちは、食べたい時に食べて、食欲がない時には食

べません。でも胃ろうになった人は「今日はいらない」と意思表示できない人ばかりです。体が本来

持っている食の調節機能が無視されて、栄養剤を注入されています。言い過ぎかもしれませんが、一

種の強制、拷問のようなものです。 

 もちろん、手術後のリハビリ時に一時的に使うなど、意味のある胃ろうはあります。でも現在、胃

ろうの患者の７割以上は食べる力が回復することはありません。 

―とはいえ、１日でも長生きしてほしいと願うのは家族なら当然ではないですか。 

 石飛 胃ろうで長く生き延びたとして、その人は会話ができたか、楽しく過ごせたか。どれだけ意

味のある延命になるのか、疑問です。「息をしているだけでいい」という家族の気持ちはよく分かり

ますが、自分が寂しいから頑張らせている面はないでしょうか。本人は、どうしたかったのでしょう

か。 

胃ろうで寝たきりの状態が続くと、最初のうちはよくホームを訪れていた家族も、次第に足が遠のい

ていきます。認知症の場合、すでに家族は何年も介護の地獄を味わっていますから、看取（みと）っ

た時、ホッとした気持ちになる家族が多いのは事実です。 

 ―その人の死が近いことは、どうやって見極めるのですか。 

 石飛 人の死期は、こちらが決めることではありません。決めようと思うのは傲慢です。ただ素直

に自然の経過を見守ればいいのです。あるがままを尊重して受け止める。本人に生きる力があれば、

自分で食べます。 

 ―平穏死とは、どのようなものですか。 

 石飛 自分で食べなくなり、点滴も何もしなければ、やがてひたすら眠り続けて、体のよけいな水

分がなくなっていきます。そして、きれいな顔になって、いつの間にか大往生。それこそが平穏死で

す。それなのに医師が我が身かわいさで、よけいな水分を与えたら、体の中がおぼれて「不穏死」に

なってしまいます。 

 ―平穏死という考え方も、少しずつ広まってきたのではないですか。 

石飛 全国で辻説法を続けているので、だいぶ影響はあったかなと思います。でも私の講演を聴いた

からといって、明日から、その通りにできる訳ではありません。 

 私が勤務する芦花ホームでは看取りを行うのが当然になっており、入所者の８割を看取っています。

そういうホームはまだ多くありません。 

 例えば、食べるのが困難になった入所者が肺炎で入院し、家族は「胃ろうはつけないでくれ」と言

ったとします。主治医は「それもひとつの考え」と理解してくれるかもしれませんが、病院としては

何の治療もしない患者を病院に置いておくわけにはいかないので、退院させます。 

 その時、患者はどこに行けばいいのか。うちのホームなら「ゆっくり看取りましょう」となります

が、多くのホームは「とんでもない」となります。何も治療しないで亡くなる人を見るのはホームの

職員も怖いのです。でもホームが「ここは最期を看取るところです」と言えるようにならないと、今

の状況はなかなか変わりません。 

■■■医医医師師師法法法第第第２２２０００条条条たたただだだししし書書書にににつつついいいててて(今も誤解が続く医師法 20 条の続き) 

医師法第２０条ただし書の解釈につき、医師の診察を受けてから２４時間 を超えて死亡した場合に、「当

該医師が死亡診断書を書くことはできない」又は「警察に届け出なければならない」という誤った解釈が

なされ、近年、在宅等において 医療を受ける患者が増えている状況において、在宅等での看取りが適切に

行われて いないケースが生じているとの指摘を踏まえ、   

①医師法第２０条ただし書は、診療中の患者が診察後２４時間以内に当該診療に関連した傷病で死亡した

場合には、改めて診察することなく死亡診断書を交付し得ることを認めるものであるが、医師が患者死亡

の際に立ち会っておらず、生前の診察後２４時間を経過した場合であっても、死亡後改めて診察を行い、

生前に診療していた傷病に関連する死亡であると判断できる場合には、死亡診断書を交付することができ

る、つまり、２４時間経過しても死後診察により死亡診断書の交付は可能となります。 

・死後の処置についても医師と連絡が取れた段階で対応しても可能で、もちろん家族の方の了解を得て行

った方が良いと考えます。 
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・自家用で遺体を搬送することも法律違反ではありませんので、家族の希望により自宅にすぐに連れて行

きたいの希望があれば対応可能です。（※人は死んでしまうと法律上貨物扱いとなるそうです。）ただし、死亡

診断書を持っていた方が交通事故を起こしたときに警察とのやり取りがスムーズに対応できる場合あり。 

インフルエンザワクチンの接種後の死亡例はありますか？厚生労働省 HP より 
 インフルエンザワクチンの接種後の副反応疑い報告において、報告医師から予防接種を受けたことによ

るものと疑われるとして報告された死亡例は以下のとおりです。 

種別 期間 症例 

新型 
平成 21(2009)年 10 月～平成 22(2010)年 9 月 3 例 

平成 22(2010)年 10 月～平成 23(2011)年 3 月 4 例 

季節性 

平成 23(2011)年 10 月～平成 24(2012)年 5 月 21 日 0 例 

平成 24(2012)年 10 月～平成 25(2013)年 5 月 14 日 1 例 

平成 25（2013）年 10 月～平成 26（2014）年 7 月まで 1 例 

平成 26(2014)年 10 月～平成 27 (2015)年 6 月まで 3 例 

平成 27(2015)年 10 月～平成 28(2016)年 4 月まで 1 例 

平成 28(2016)年 10 月～平成 29(2017)年 4 月まで 2 例 

 これらの副反応疑い報告について、副反応検討部会において専門家による評価を行ったところ、死亡と

ワクチン接種の直接の明確な因果関係があるとされた症例は認められませんでした。また、死亡例のほと

んどが、基礎疾患等がある御高齢の方でした。 

 資料は、厚生労働省のウェブページに掲載しています。  

退退退所所所時時時にににおおおけけけるるる体体体重重重及及及びびび要要要介介介護護護認認認定定定区区区分分分にににつつついいいててて   
 特別養護老人ホームあての木園を退所された 227 名について、退所された時の最終体重のデータを集計

しました。この調査の目的は、退所された方の体重や要介護認定区分の割合を確認するためです。 

区分 総合計 男性の場合 女性の場合 

体重区分 対象者数 割合 対象者数 割合 対象者数 割合 

70 ㎏以上 3 1.322％ 2 3.774％ 1 0.575％ 

60 ㎏以上 70 ㎏未満 3 1.322％ 2 3.774％ 1 0.575％ 

50 ㎏以上 60 ㎏未満 21 9.251％ 10 18.868％ 11 6.322％ 

40 ㎏以上 50 ㎏未満 68 29.956％ 26 49.057％ 42 24.138％ 

30 ㎏以上 40 ㎏未満 109 48.018％ 13 24.528％ 96 55.172％ 

20 ㎏以上 30 ㎏未満 23 10.132％ 0 0.000％ 23 13.218％ 

合計 227  53  174  

退所された方で、男性では体重４０㎏以上５０㎏未満の方が最も多く、女性では３０㎏以上４０㎏未満

の方が最も多かったです。また、男女とも体重６０㎏以上の方で退所する方は大変少ない（全体で２．６

４３％）ことがわかりました。男性の場合は体重が６０㎏未満になった場合、女性の場合は５０㎏未満に

なった場合から退所する可能性が高くなる結果となりました。 

 また、要介護度区分では要介護５の方が一番多く、次に要介護４の方が退所されております。 

区分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

退所された

方の要介護

度区分 

要介護１ 1 0 0 0 1 1 1 2 
要介護２ 0 0 0 0 2 2 2 1 
要介護３ 0 3 3 0 2 2 2 2 
要介護４ 7 11 11 6 8 7 8 12 
要介護５ 11 21 20 12 21 19 21 19 
合計 19 35 34 18 34 31 34 36 

要介護４以上で、体重が５０㎏未満になると退所となる可能性が高くなると判断されます。 
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次次次期期期介介介護護護報報報酬酬酬改改改定定定のののたたためめめののの調調調査査査研研研究究究ににに協協協力力力   
   全国老人福祉施設協議会で次期介護報酬改定のための基礎調査に特別養護老人ホームが協力することに

なりました。調査期間は平成３０年１０月１５日から１０月１８日の４日間で、介護職員の２４時間の業

務内容のタイムスタディ、看護職員・機能訓練指導員・管理栄養士及び栄養士・介護支援専門員・歯科衛

生士・事務員・施設長の業務内容のタイムスタディの調査に協力しました。全国の１０施設で行われるそ

うです。今後も様々な調査研究に協力をしてきたいと考えております。    

『『『輪輪輪島島島市市市福福福祉祉祉会会会フフフェェェアアア iiinnn   AAAuuutttuuummmnnn』』』のののごごご案案案内内内   
日時：平成３０年１１月１７日（土曜日） １２：３０～１５：３０ 

場所：特別養護老人ホームあての木園内 
入場無料 どなたでも 

●百笑の会の皆さんによる販売コーナー 

●ふれあい喫茶コーナー（無料） 

●介護、医療、口腔、食事、介護保険制度、介護サービスに関することなど 相談コーナー 

●福祉機器の体験 

●施設内見学 

●アトラクション（１３：３０～１４：３０） 

   雪月花歌劇団 雪組 の皆さんによる公演会、手島雄大（歌手）さんの歌謡ショー 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護サービス・福祉サービス・福祉の仕事を理解するために 

輪輪輪島島島市市市福福福祉祉祉会会会フフフェェェアアアにににおおお越越越しししくくくだだださささいいい   
■問い合わせ先は 

 

 

 

 

〒929-2378 石川県輪島市三井町小泉上野 2 番地 特別養護老人ホームあての木園 

電話 (0768)26-1661 ファックス(0768)26-1751 

メール atenoki@skyblue.ocn.ne.jp 


